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北 海 道 北 部 か ら 東 部 に か け て の 沖 積 低 地 に は ， 一 般 に ， 後 氷 期 海 進 に 伴 う 海 成 ～ 汽 水

成 粘 土 層 や 砂 層 を 覆 っ て 最 上 部 に 層 厚 ２ ～ ５ ｍ の 泥 炭 層 が 発 達 す る こ と が 多 い ． こ れ ま で
完 新 世 に お け る 相 対 的 海 面 変 化 や 古 海 況 を 検 討 す る 目 的 で ， 堆 積 物 に 挟 ま る 貝 殻 や 海 成

層 直 上 に 発 達 す る 泥 炭 層 基 底 を 中 心 に ， １ ４ Ｃ 年 代 測 定 か 多 数 行 わ れ て き た （ 大 島 ほ か ， １
９７２；松島バ９８２；海津，１９８３；前田バ９８４；ｌｈｉｒａｅｔａ１．，１９８５；５；ａｋ；ｌｇｕｃｈｉｅｔａｌ．，１９８５

； 前 田 ほ か ， １ ９ ８ ６ ； 平 井 ， １ ９ ８ ７ ） ． こ れ ら の 研 究 の 結 果 ， オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 地 域 で は ， 約
６，０００年前の海水面高頂期以降，５，０００～４，０００年前と３，０００～２，０００年前の２つの相対的海

面 低 下 期 が 認 め ら れ （ 太 田 ほ か ， １ ９ ９ ０ ） ， そ れ に よ っ て 海 岸 部 の 沖 積 低 地 の 湿 原 化 が 急 速
に 進 行 し た こ と が 推 定 さ れ て き た （ た と え ば ， 前 田 ほ か ， １ ９ ８ ４ ） ． し か し ， １ ４ Ｃ 年 代 が 多

数 得 ら れ ， 完 新 世 に お け る 環 境 変 遷 が 明 ら か に さ れ て い る 地 域 は ， サ ロ マ 湖 周 辺 ， 常 呂
平 野 な ど に 限 ら れ て い る ． 本 研 究 で は ， 北 海 道 北 部 の サ ロ ベ ツ 原 野 と 宗 谷 湾 に 面 す る 声

問 川 低 地 に お い て オ ー ル コ ア サ ン プ ル を 採 取 し ， 層 相 の 検 討 を 行 う と と も に 泥 炭 層 基 底
を 中 心 に ̈ Ｃ 年 代 測 定 を 行 い ， そ の 結 果 を も と に 完 新 世 後 半 に お け る 泥 炭 層 の 形 成 期 に
つ い て 検 討 し た ． １ ４ Ｃ 年 代 測 定 は ， タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 使 用 し た ． そ の 際 ，

試 料 の 処 理 ・ 測 定 の 手 順 は 中 村 ・ 中 井 （ １ ９ ８ ８ ） に 従 っ た ．

ｎ ． 完 新 統 の 層 相 ど ｃ 年 代

１ ． サ ロ ベ ツ 原 野

サロベツ原野の沖積層の堆積構造は，Ｓａ｝（，ｌｇｕｃｈｉ（１９６１ａ）などにすでに大局的に示さ

れ て い る が ， 泉 谷 ほ か （ １ ９ ７ ５ ） に 示 さ れ た 柱 状 図 と ， 近 年 行 わ れ た ボ ー リ ン グ 資 料 を も
と に ， 完 新 統 の 層 序 に つ い て 再 検 討 し た ． 試 料 は ブ ル ー ム サ ン プ ラ ー と 呼 ば れ る ハ ン ド
ボ ー ラ ー を 使 用 し て ４ 地 点 Ｇ Ｓ Ｊ Ｓ ， Ｍ Ｔ ， Ｈ Ｔ 地 点 ） で 採 取 し た ． 完 新 統 は 貝 殻 を 含 む 厚 い シ

ル ト 層 を 覆 う 砂 層 ， シ ル ト 層 お よ び 泥 炭 層 よ り な る ． 泥 炭 層 の 層 厚 は ， 一 般 に ２ ～ ５ ｍ で

あ り ５ ｍ を 越 え る こ と は 少 な い ． 現 河 道 の 蛇 行 帯 で は 泥 炭 層 を 欠 く か ， 泥 炭 層 に シ ル ト 層
が は さ ま れ て お り ， 連 続 し た 泥 炭 層 は 河 道 か ら 離 れ た 地 点 に 堆 積 し て い る 傾 向 が あ り ，

阪 □ （ １ ９ ５ ８ ） の 指 摘 す る 泥 炭 地 河 川 の 「 流 路 の 安 定 性 」 が 認 め ら れ る ． し か し ， 河 道 に

比 較 的 近 い 地 点 で は シ ル ト 層 （ 泥 炭 質 シ ル ト 層 ） が 側 方 に 拡 大 す る 層 準 が あ り ， 泥 炭 層
が 大 き く ２ 層 に 区 分 さ れ る 傾 向 が 読 み と れ る ． そ の 傾 向 は ， ア チ ャ ル 台 地 東 方 の 兜 沼 川

付 近 ， 円 山 台 地 か ら 下 エ ベ コ ロ ベ ツ 川 に か け て の 地 域 で 顕 著 で あ る ．
１ ４ Ｃ 年 代 測 定 は ， 泥 炭 層 基 底 を 中 心 に 行 っ た （ 表 １ ） ． 下 サ ロ ベ ツ 原 野 の Ｍ Ｔ 地 点 で は ，
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図１
Ｆｉｇ．１

サ ロ ベ ツ 原 野 に お け る ボ ー リ ン グ 地 点
１；！ｌｍｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓｉｎｔｈｅ恥ｒ（）ｂｅｔｓｕＬｏｗｌａｎｄ

層厚３．９ｍの泥炭層基底で４，２７０士・１５０ｙｒｓＢＰあった．さらに，円山台地東のＮＳ地点では，

下位の泥炭層基底から約１ｍ上位の層準で３，５４０ ± ２７０ｙｒｓＢＰ，泥炭層の下位のシルト層で
５ ， １ １ ０ ± ２ ７ ０ ｙ ｒ ｓ Ｂ Ｐ で あ り ， 泥 炭 層 が 下 位 の シル ト 層 を き って 堆 積 して お り ， 不 整 合 が 存 在

す る と 考 え ら れ る ． ま た ， 下 サ ロ ベ ツ 原 野 の Ｓ ８ ４ 地 点 の 泥 炭 層 基 底 の 年 代 値 も 考 え 合 わ せ
ると，下位の泥炭層の形成は，約４，５００～４，０００年前に開始したと推定される．ＮＳ地点お
いて，層厚２．４ｍの上位の泥炭層基底の年代は１，９７０±２９０ｙｒｓＢＰであり，ＫＳ地点とＨＴ地点

でも層厚約２ｍの泥炭層基底の年代も１，９７０±４５０ｙｒｓＢＰ，１，８６０±２３０ｙｒｓＢＰであることから，

約 ２ ， ０ ０ ０ 年 前 頃 に も 泥 炭 地 が 拡 大 し た こ と が 推 定 さ れ た ．
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図２声問ＪＩＩ低地におけるボーリング地点
Ｆｉｇ．２１；ａｍｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓｉｎｔｈｅＫｏｅｔｏｉＲｉｖｅｒＬｏｗｌａｎｄ

２ ． 声 問 川 沖 積 低 地

声 問 川 低 地 は 宗 谷 湾 に 面 す る 沖 積 低 地 で あ る ． 現 在 は ， ほ と ん ど が 圃 場 に 改 変 さ れ ，
大 沼 と メ グ マ 沼 の 周 辺 に 湿 原 が 残 存 し て い る に す ぎ な い ． こ の 地 域 の 堆 積 物 （ 完 新 統 ）
に 関 して は ， 従 来 ほ と ん ど 報 告 が 行 わ れて い な い ． 試 料 は Ｅ ｉ ｊ （ ， ｌ ｋ ａ ｎ ｍ ｐ 社 （ オ ラ ン ダ ） の
ハ ン ド ボ ー ラ ー を 使 用 し て 採 取 し た ． 声 聞 川 沿 い の 地 点 に お け る 完 新 統 の 上 部 は シ ジ ミ

ガ イ を 含 む 粘 土 ・ シ ル ト 層 と そ れ を 覆 う 層 厚 １ ～ ２ ｍ 程 度 の 泥 炭 層 か ら な る ． 砂 丘 列 の 背

後 の Ｃ Ｉ 地 点 で は ， 砂 層 を 覆 っ て 層 厚 ４ ． １ ｍ の 泥 炭 層 が 確 認 さ れ た ． ３ 地 点 に お い て 泥 炭 層
基底の１４Ｃ年代測定を行った結果，Ｂ８地点で４，２１０±２３０ｙｒｓＢＰ，Ｂ３地点で１，６４０±２１０ｙｒｓ

ＢＰ，ＣＩ地点で３，８４０±２４０ｙｒｓＢＰという年代を得た．

-１４８



Ⅲ ． 完 新 世 後 半 に お ける 泥 炭 層 の 形 成 と 海 面 変 化
完新世後半における泥炭地の形成が，約６，０００年前の海水面高頂期以降，徐々に進行し

た の か ， あ る い は 特 定 の 時 期 に 急 速 に 進 行 し た の か を 判 断 す る た め に は ， 同 じ 低 地 に お
いて で き る だ け 多 くの 地 点 で 泥 炭 層 基 底 の 年 代 （ 泥 炭 層 の 形 成 開 始 期 ） を 明 ら か に す る
必要がある．サロベツ原野では，５地点（ＮＳ，ＫＳ，ＨＴ，ＭＴ，Ｓ８４）における泥炭層基底の
̈Ｃ年代から判断して，約４，５００～４，０００年前と約２，０００年前に泥炭層の形成が進行してい

ることが明らかとなった．また，声問川低地においても３地点の泥炭層基底の１４Ｃ年代
し か 得 ら れて い な い も の の ， サ ロ ベ ツ 原 野 と 同 様 な 傾 向 が あ る よ う で あ る ． こ の 完 新 世

表１
Ｔａｂｌｅ１
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後半における２つの泥炭層形成期は，オホーツク海沿岸地域において前田（１９８４）や平
井（１９８７）で報告されている２つの相対的海面低下期とほぼ一致しており，海面低下に
よって海岸低地の湿原化が広範囲で進行したことが本研究の結果からも支持される．
た だ し ， 詳 し く み る と 地 域 的 な 差 も 認 め ら れ る ． す な わ ち ， ク ッ チ ャ ロ 湖 に 流 入 す る

河川の沖積低地と北見幌別川低地の泥炭層基底の１４Ｃ年代は，前者で５，３４０±１４０ｙｒｓＢＰ，
後者で５，０４０±１４０ｙｒｓＢＰであり，やや古い値を示している．一般に，外洋に直接面する沖
積 低 地 で は 海 岸 部 に 砂 州 列 が 発 達 して い る ． こ の タ イ プ の 低 地 の 発 達 過 程 は ， 完 新 世 前
期 か ら 中 期 の 急 激 な 海 面 上 昇 に 伴 って 砂 州 も 上 方 に 成 長 し ， さ ら に 海 面 の 安 定 す る 完 新
世後半に砂州列（浜堤列）が海側に前進するというものである（たとえば，松原，１９８９）．
よって，後氷期海進のピークである約６，０００年前頃から，砂州によって閉塞された潟湖の
奥まったところでは泥炭層が形成できる条件を備えることになる（海津，１９９０）．クッチ
ャロ湖や北見幌別川河口部にも砂州が形成されており，上で述べた条件を備えており，
海面低下と無関係に泥炭層が形成された可能性がある．
以上のことから，海面変化と泥炭層の形成を考える場合には，連続した低地の中で，

で き る だ け 多 くの 地 点 で 泥 炭 層 基 底 の 年 代 を 明 ら か に し ， 水 平 的 な 泥 炭 地 の 拡 大 と して
と ら えて い く こ と が 必 要 で あ る ． 今 後 ， 海 岸 部 の 浜 堤 列 の 形 成 時 期 に つ いて も 明 ら か に
していく必要がある．

タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 に よる 年 代 測 定 の 際 に は ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研
究センターの中村俊夫先生にお世話になりました．記して深く感謝いたします．
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